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は　じ　め　に

　「中華人民共和国持続的農業技術研究開発計画」については、2001年８月の第３次短期調査時

に合意したミニッツを受け、JICA中国事務所を通じ、日本側と中国側で実施に向けて内容を検

討した。

　討議議事録（Record of Discussions：R/D）は英文、和文、中文の３種類を作成し、いずれも

正文であるが疑義が生じた場合には英文が優先するものとした。内容としては第３次短期調査の

合意内容から特に変更になった部分はない。

　双方の関係機関との調整終了後、国際協力事業団中国事務所所長 櫻田 幸久と、中国農業部国

際合作司副司長 趙 龍躍氏、及び中国農業科学院副院長 章 力建氏との間で、2001年12月28日付

けでR/D等関係文書の署名が取り交わされ、チーフアドバイザーの着任から５年間にわたるプロ

ジェクト方式技術協力の実施について合意された（チーフアドバイザーは2002年２月６日に着

任）｡プロジェクト実施期間は2002年２月６日から2007年２月５日までである。

　以下は、両国が合意したR/D、暫定実施計画（Tentative Schedule for Implementation：TSI）、

ミニッツである。
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